
 

お
知
ら
せ

　

町
の
高
齢
者
虐
待
通
報
窓
口

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
す
。
養
護
者
か
ら
虐
待
を
受

け
た
、
ま
た
は
そ
の
現
場
を
目

撃
し
た
場
合
な
ど
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
通
報

く
だ
さ
い
。

《
生
き
が
い
教
室
》

　
12
月
13
日（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
～
３
時

場
所　
エ
コ
ー
ル
み
よ
た

あ
つ
も
り
ホ
ー
ル

一
部「
知
っ
て
お
け
ば
安
心
！

今
か
ら
で
き
る
終
活
」

講
師　
㈱
つ
ば
さ
公
益
社

篠
原　
憲
文　
氏

二
部「
ハ
ー
プ
の
生
演
奏
♪
」

講
師　
中
山　
櫻
子　
氏

（
事
前
申
込
不
要
）

《
生
活・介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
》

　
令
和
７
年
１
月
22
日（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　
御
代
田
町
役
場
２
階

　
　
　
大
会
議
室

　

７
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課地

域
包
括
支
援
係

（
31
）２
５
１
０

保
健
福
祉
課
8
番
窓
口

介
護
の
と
び
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

︵
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
︶

︵
31
︶2
5
1
0

問
い
合
わ
せ
先

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

～
共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

高
齢
社
会
の
今
後

　
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
年
々

高
齢
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
率
の
上
昇
に
よ
り
、
高
齢

者
と
現
役
世
代
の
人
口
が
一
対
一

に
な
る
時
代
が
来
る
の
も
そ
う
遠

く
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
年

齢
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自

分
に
で
き
る
範
囲
の
こ
と
で
互
い

に
支
え
合
う
社
会
を
目
指
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

互ご

助じ
ょ
と
は

　
主
に
住
民
同
士
の
、
人
と
人
と

の
支
え
合
い
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

個
人
の
自
発
的
意
思
に
よ
っ
て
お

こ
な
わ
れ
る
助
け
合
い
の
こ
と
を

さ
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
互
助
に
よ
っ
て
住
民
が

共
に
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

地
域
の
支
え
手
に
必
要
な
知

識
・
心
得
・
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
講
座
で
す
。
町
の
介
護
状

況
や
、
高
齢
者
へ
の
接
し
方
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
で
、
身
近
な
方
の
支

援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の

活
動
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
本
講
座
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
も
兼
ね
て
お
り
、
同
時

に
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
者

支
え
合
い
ポ
イ
ン
ト
制
度

　
65
歳
以
上
の
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
制
度
で
す
。
事
前
に
登
録

す
る
こ
と
で
介
護
保
険
施
設
や
地

域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
こ

な
っ
た
際
に
、
実
績
に
応
じ
て
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
ポ

イ
ン
ト
は
１
ポ
イ
ン
ト
あ
た
り

1
0
0
円
に
換
算
し
、
交
付
金

（
年
間
上
限
５
千
円
）と
し
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
え
合
う
地
域
を
目
指
し
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
相
手
を

支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の

生
き
が
い
や
自
己
実
現
、
健
康
維

持
や
孤
立
防
止
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
活
動

に
よ
っ
て
人
と
人
が
つ
な
が
り
合

う
こ
と
で
、
地
域
の
力
を
高
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
日
ご
ろ

の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
や
思

い
や
り
に
伴
う
行
動
も
同
様
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
お
互

い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
い
な
が

ら
地
域
の
力
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
広
告
欄
）

応募方法　Webによるものとします。
・複数応募可能ですが、1送信につき標語1点とします。
・Web以外での応募や入力事項に不備がある場合は無効とします。
　URL　https://www.zenkikyo.or.jp
　（パソコン、スマートフォン、タブレット、携帯電話から応募可能です。）
・応募作品は未発表のものに限ります。

応募資格　どなたでも応募できます。
締め切り　12月9日（月）午後5時まで
　　　　　＊締切日当日はアクセスが集中し、締切時間内に応募ができない場合がございますので、ご注意ください。

賞　　　　最優秀作　  1点　消防庁長官賞と副賞20万円
　　　　　優 秀 作　  1点　全国危険物安全協会理事長賞と副賞10万円
　　　　　優 良 作　10点　記念品

＊副賞と記念品は危険物安全週間推進協議会からお渡しします。
＊入選された場合はご本人に通知するとともに、消防庁および（一財）全国危険物安全協会のホームページや

関係新聞・広報誌等に作品とお名前およびお住まいの都道府県・市区町村名を発表いたします。
＊入選作品の著作権は主催者に帰属するものとします。

　消防法で定められているもので、一般的に次のよ
うな危険性を持った物品をいいます。
　　　　1. 火災発生の危険性が大きい
　　　　2. 火災拡大の危険性が大きい
　　　　3. 消火の困難性が高い
＊私たちの身近なものでは、ガソリン・灯油・油性塗料等が
　あります。

2025年農林業センサスにご協力ください

●調査方法
　農林業を営んでいる皆さまのところに調査員が訪問します。調査員による聞き取り調査の上、該当の
世帯には調査票をお配りしますので、農林業の経営状況などの回答にご協力をお願いします。
※調査票の提出は、紙媒体に加え、オンラインによる回答も可能です。

　調査票に記入された事項については、統計以外の目的には使用されませんので、皆さまのお宅や会社
等に調査員が調査に伺いましたら、ご理解ご協力をよろしくお願いします。

令和7年度 危険物安全週間   推進標語の募集
　危険物の保安に対する意識の高揚と啓発を推進するため、毎年6月の第2週は危険物安全週間とされ
ています。
　この週間の行事を推進するため、危険物災害の防止と危険物の貯蔵•取扱いの安全を呼びかける標語を
募集します。

問い合わせ先
〒105-0001
東京都港区虎ノ門二丁目9番16号
　　　　　　　　　　　日本消防会館8階

（一財） 全国危険物安全協会内
危険物安全週間推進協議会事務局

03（5962）8921

問い合わせ先　企画財政課企画係(32)3112

危険物とは

実施期間 12月中旬～令和７年２月末

　農林水産省において、令和７年２月１日を調査期日とし、全国一斉で「2025年農林
業センサス」が実施されます。農林業センサスは、全国の農家や林家をはじめ、すべて
の農林業関係者を対象に行われる「農林業の国勢調査」ともいうべき今後の農林業の政策
に役立てるため、５年ごとに実施される極めて大切な調査です。

みよた広報 やまゆり  2024年12月号（26）（27）みよた広報 やまゆり  2024年12月号


